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○【結果発表】未来の自動車コンテスト 

 ３２票もの投票を頂きました！ありがとうございます！ 

 まずはいただいたコメントを紹介します。 

子供達の視点ではWiFi を推すんだなぁと素直な驚きです。自動車業界に携わる大人の 1人

として、真摯に受け止めます。 

子どもたちへ どの車も、価格の設定が素晴らしいと思います。ありえそうなんだけど、欲しい

なと思える値段になっています。機能だけはなく、価格もしっかり調査した素晴らしい発表でし

た。 

 

高くてちょっと買えない車もありましたね       

斬新な形やアイデアの車もたくさんあって楽しかったです。 

私は駅からとても遠いところに住んでいるので、病気をしたり歳をとって運転できなくなるとき

には、自動運転の車があると助かるなと思います。 

 

もっと安くて買いやすい車があると普及すると思います 

 

利便性、環境、安全に配慮された車がたくさんあり、中にはオプションまで考えられた車もあ

り、チラシを見るのが楽しかったです。 

3台だけを選ぶのに苦労しました！ 

 

空を飛んだり環境に優しかったり、夢の広がる車ですね！ 

とっても想像力豊かな楽しい素敵なチラシでした！ 

 

値段もさまざまでトイレもあったり色んな工夫がある車がたくさんあって悩みました。 

近い将来の子供達が車を運転する頃にはどんな車が新しく出ているのか楽しみですね！ 

 

顔認証は、ありそうでまだ無いですね。顔認証でロックが開いたり運転システムが起動したり

するとセキュリティ的にも良いですし、便利だと思います。飲酒や居眠りの検知をしたり、人を

見分けてシート位置が変わったり、同じシステムで色々出来そうですね。 

 

どれもすばらしい車で、全部欲しいです。 

 

環境によい車を優先させました。 

 

見ていて楽しい気持ちになりました。こんな車が増えていくといいです。 

 

未来のクルマを考えてくれて、ありがとうございます。環境によいもの、事故ゼロ、障害者の方

の乗りやすさ、たくさん期待してもらえてうれしいです。みなさんの未来にどんなモビリティが

あるか、楽しみですね。（トヨタ自動車 社員より） 



 温かいメッセージ、中には自動車メーカーお勤めの方にもいただきました。紙幅の都合

上、全てご紹介できず申し訳ありません。本当にありがとうございました。 

 

さて、価格設定に関するご質問等がいくつかありました。まず、価格は設定してもしな

くても良いこととしました。子どもたちに価格の感覚はないことが前提です。 

 授業の中では、自動車メーカーのサイトにあるオンライン見積りを見せました。例えば、

本体価格が３００万円でも、こうしてオプションを付けたり税金が上乗せになったりして

けっこう値段が変わることを示しました。 

 また、インターネットで平均価格を自分たちで調べたり、「1000 万円超えたらかなり

高級車だね」と一般的な感覚を伝えたりしました。とはいえ、用途や車のサイズ等によっ

て価格が変わることはなかなか難しいところでした。近年の原材料価格上昇や、新技術は

出てきたばかりの頃は値段が高いこと、未来なので価格上昇しているはず、といったこと

等を考慮し、あえて高めにした子もいます。そういう意味では、実社会に目を向けた良い

社会の学習になった子もいます。 

 

 生成 AI については、イラストのみの使用です。本来であればプロンプトによってイメー

ジが変わってくることまで指導するべきでしたが、時間の制約がありそこまではいけませ

んでした。今回はあくまで学習したことを盛り込み、未来の自動車について考えることが

主題ですからまたの機会に指導したいと思います。 

 

 余談ですが、授業を構想するに当たり、東京の教員仲間ととある自動車博物館へ行きま

した。やはり、愛知と東京では、自動車に関する認識が全く異なるようです。「そもそも

車を持っている家庭が少ない」とのことでした。 

 地域によって考え方が変わってくるのもおもしろいですね。 

 

 

 

 

前置きが長くなりました。票数が多かったものを紹介します。 



３位（同率で３つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２位（同率で２つ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１位！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 社会科の学習の多くは、知った上で

課題を解決するものです。特に５年生

は農業や水産業を扱うのですが、人手

不足や高齢化が大きな課題で、なかな

か明るい未来を想像しづらいもので

す。それでも考えることは重要です

が。 

 今回のチラシは、夢や希望のあふれ

る、思わず笑みのこぼれるものでし

た。 

 今後も、明るい未来に向けて考えて

いきたいですね。 


